
 

No.12  

領域： 超領域、ビジネス 

テーマ： プラトン『国家』 

担当者名： 中村 聡一 

開講時期： 前期：木曜 4・5・6限 募集定員： 25名 

内容： 
国際系の諸問題に対処するための基礎教養を“リベラルアーツ”に探る。ギリシア哲学の巨頭プ

ラトンの代表作『国家』を読破する。 

到達目標： 

(1) 科目における到達目標 ⇒ 国際系の教養の下地を築きましょう。 

(2) カリキュラムマップにおける到達目標 

  Ａ．経済学分野の知識を学び、経済的視点から課題解決を行う方法を身につける 

  Ｂ．経営学分野の知識を学び、経営的視点から課題解決を行う方法を身につける 

  Ｃ．国際社会を理解し、積極的に世界と関わるための知識を得る 

  Ｄ．公共政策に関わる知識を学ぶ 

  Ｅ．コミュニケーション力、コラボレーション力、プレゼンテーション力を身につける 

  Ｆ．ロジカルシンキング、クリティカルシンキングを身につけ、問題解決力を身につける 

  Ｇ．国際社会に積極的にかかわるために必要な英語力と論理的表現力を身につける 

  Ｈ．国際人に求められる幅広い教養・知識・ＩＴ活用力を身につける 

  Ｊ．海外留学のための実践的英語能力と国際社会で活躍する幅広い知識を身につける 

(3) この授業で習得・向上できる社会で役立つ能力 

  ・ 新しい発想や企画を生み出す力 

  ・ 国際性の習得／異文化・多様性を理解する力 

講義方法： 

（１） 指定する文献の読解 

（２） 関連する英語教材の視聴 

（３） 教員との個別相談に基づく成果物の作成 

（４） クラス成果物集の作成 

準備学習： 授業は毎週の読書課題の内容を理解している前提で進めます。独自学習を行ってください。 

成績評価： 提出物や出席・授業態度 

欠席基準： 授業参加が前提で授業を構成します。特殊事情は考慮しますが、全出席が前提です。 

講義構成： 

● プラトン著『国家』（岩波文庫）上下巻を読破する。目安として、全１０巻から構成される本

著作を各週一巻のペースで読み進めていく。 

● 授業は、各週の読書課題の内容を把握している前提で進める。 

● 関連する英語教材の視聴を行う。各自、英語力の向上にも努めること。 

● 単位を取得するためには期末レポート（１万字＋）を提出してもらいます。 

● レポート提出者は全員のレポートが収録されたクラス成果物を協力して作成する。 

履修条件： なし 

推奨科目： 一年次の必修科目全般 

選考方法： 希望者が定員を上回る場合は、成績上位者、留学志望者、帰国者を優先します。 

備考： 私の卒業研究クラスはプロジェクト講義の単位取得が履修の前提です。留意ください。 

説明会： なし 


